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芝
山
町
議
会
傍
聴
規
則
に
よ

り
、
公
告
式
条
例
の
字
句
の
改

正
を
す
る
も
の
。

改
正
前
　
傍
聴
人
取
締
規
則

改
正
後
　
傍
聴
規
則

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に

よ
り
、
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
を
監
査
委
員
の

審
査
後
、
議
会
に
報
告
し
公
表

す
る
こ
と
に
な
り
、
監
査
委
員

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

千
葉
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
等
助
成
事
業
実
施
要
領
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
町
の
関
連

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財

九
月
議
会
定
例
会

９
月
９
日
か
ら
19
日
ま
で
、
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
は
11
件
、
認
定
１
件
が
提
出
さ
れ
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
19
日
に
追
加
議
案
１
件
が
提
案
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
議
案
12
件
は
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
。
ま
た
、

認
定
１
件
も
原
案
ど
お
り
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
６
名
の
議
員
が
町
の
諸
問
題
に
つ
い
て
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

平成20年９月芝山町議会定例会提出議案

議
案
第
１
号

議
案
第
２
号

議
案
第
３
号

議
案
第
４
号

追
加
議
案
第
１
号

議
案
の
概
要

議案第１号
芝山町公告式条例の一部を改正する条例の制定について

議案第２号
監査委員に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第３号
芝山町ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

議案第４号
一般社団法人及び一般財団法人に関する法律等の施行に伴う関係条
例の整備に関する条例の制定について

議案第５号
平成20年度芝山町一般会計補正予算について

議案第６号
平成20年度芝山町国民健康保険特別会計補正予算について

議案第７号
平成20年度芝山町老人保健特別会計補正予算について

議案第８号
平成20年度芝山町農業集落排水事業特別会計補正予算について

議案第９号
平成20年度芝山町公共下水道事業特別会計補正予算について

議案第10号
平成20年度芝山町介護保険特別会計補正予算について

議案第11号
平成20年度芝山町後期高齢者医療特別会計補正予算について

認定第１号
平成19年度芝山町歳入歳出決算認定について

追加議案第１号
教育委員会委員の任命について

団
法
人
に
関
す
る
法
律
と
公
益
社
団
法

人
及
び
公
益
社
団
法
人
の
認
定
に
関
す

る
関
係
法
律
の
規
定
整
備
等
が
な
さ

れ
、
12
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
た
め

関
係
条
例
の
整
備
を
す
る
も
の
。

10
月
30
日
付
け
で
、
任
期
満
了
と
な

る
教
育
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
、
議
会

の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

再
任
　
芝
山
町
上
吹
入
４
８
０
番
地

鈴
木
茂
樹
氏
（
上
吹
入
）

新
任
　
芝
山
町
岩
山
２
３
２
３
番
地
２

伊
橋
信
夫
氏
（
川
津
場
）



平成20年度芝山町補正予算（議案第５・６・７・８・９・10・11号）
（単位：千円）

平成19年度芝山町歳入歳出決算（認定第１号）
（単位：千円）

自
主
共
済
制
度
の
保
険
業
法
適
用
見
直
し
を
求

め
る
陳
情
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
採
択

「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
（
仮
称
）」
の
速
や

か
な
制
定
を
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
陳
情
書
　

採
択

燃
料
、
肥
料
、
飼
料
、
農
業
資
材
等
の
価
格
高

騰
に
対
す
る
緊
急
対
策
を
求
め
る
陳
情
書

採
択

自
主
共
済
制
度
を
保
険
業
法
の
適
用
か
ら
除
外

す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
　
　
　
　
　
原
案
可
決

「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
（
仮
称
）」
の
速
や

か
な
制
定
を
求
め
る
意
見
書
　
　
　
　
原
案
可
決

燃
料
、
肥
料
、
飼
料
、
農
業
資
材
等
の
価
格
高

騰
に
対
す
る
緊
急
対
策
を
求
め
る
意
見
書
　

原
案
可
決
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議
員
発
議
案
第
１
号

議
員
発
議
案
第
２
号

議
員
発
議
案
第
３
号

陳
情
第
３
号

陳
情
第
４
号

陳
情
第
５
号

会計名

一般会計

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

歳入は、使用料及び手数料、県支出金、繰入金、繰越金等の増額。歳出
は、財産管理費、空港対策費、観光費を増額し、農業集落排水事業・公
共下水道事業特別会計への繰出金を減額。人件費の組替えを行う。

歳入は、国庫支出金、繰越金を増額し、国民健康保険税を減額。
歳出は、後期高齢者支援金、前期高齢者納付金と一般会計繰出
金を増額し、老人保険医療費拠出金を減額。
歳入は、一般会計繰入金を増額。
歳出は、医療用機械器具費を増額。

歳入は、繰越金の増額。
歳出は、高額医療費の増額。
歳入は、一般会計繰入金の減額。
歳出は、人件費の組替えを行う。

歳入は、繰越金を増額し、一般会計繰入金を減額。
歳出は、人件費の組替えを行う。

歳入は、分担金、負担金の増額。歳出は、総務管理費、償還金
及び還付加算金を増額し、保険給付金を減額。

歳入は、一般会計繰入金を増額。
歳出は、一般管理費を増額。

国民健康保険（事業）

国民健康保険（直診）

老　人　保　健

農業集落排水事業

公共下水道事業

介　護　保　険

後期高齢者医療

補正の内容 補正前の額

4,357,596

923,334

40,516

68,639

83,119

344,769

460,543

63,155

補正後の額

4,490,813

940,189

41,396

69,439

71,893

340,116

460,575

65,871

会　　計　　名

一　　般　　会　　計

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険（事業）

国民健康保険（直診）

老 人 保 健

農 業 集 落 排 水 事 業

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険

歳入総額

5,285,269

944,622

42,341

658,798

80,046

403,834

436,563

4,973,015

834,840

37,603

622,550

79,906

395,991

420,916

312,254

109,782

4,738

36,248

140

7,843

15,647

28,050

0

0

0

0

0

0

284,204

109,782

4,738

36,248

140

7,843

15,647

歳出総額 差引額 うち翌年度へ
繰り越すべき額 実質収支額

陳
　
情
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８
月
５
日
に
１
市
４

町
で
、
成
田
市
に
合

併
協
議
の
申
し
入
れ
を
し

た
わ
け
で
す
が
、
今
後
の

見
通
し
は
。

【
町
長
】
千
葉
県
の

市
町
村
合
併
推
進
構

想
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る

２
市
４
町
の
合
併
の
必
要

性
は
１
市
４
町
の
首
長
の

共
通
認
識
で
す
の
で
、
成

田
市
へ
申
し
入
れ
を
行
い

ま
し
た
が
、
今
後
は
、
成

田
市
か
ら
の
回
答
を
待
ち

た
い
。９

月
２
日
に
国
・

県
・
Ｎ
Ａ
Ａ
に
町
と

議
会
が
合
同
で
要
望
し
た

４
項
目
や
、
２
０
１
０
年

３
月
に
供
用
開
始
に
な
る

北
伸
計
画
は
工
事
が
急
ピ

ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
中
型
機
か
ら

大
型
機
の
ジ
ャ
ン
ボ
機
等

に
な
れ
ば
騒
音
が
高
く
な

る
。
様
々
な
問
題
を
い
か

に
対
処
し
て
共
存
か
ら
共

栄
に
導
く
か
。

【
町
長
】
直
面
す
る

課
題
を
芝
山
町
・
成

田
空
港
共
栄
推
進
委
員
会

で
、
昨
年
12
月
に
「
最
終

取
り
ま
と
め
」
を
し
た
５

項
目
の
内
、
谷
間
地
域
の

騒
音
対
策
の
充
実
は
、
既

に
進
め
て
お
り
ま
す
の

で
、
４
項
目
を
要
望
し
ま

し
た
が
北
伸
供
用
開
始
に

向
け
て
現
状
の
調
査
と
そ

の
後
の
調
査
を
し
て
、
対

策
や
要
望
が
必
要
か
と
思

い
ま
す
。

前
年
度
の
19
年
度
に

生
ま
れ
た
子
供
の
人

数
は
62
名
で
す
。
ロ
シ
ア

で
は
２
子
以
上
が
１
２
４

万
円
支
給
と
の
事
で
す

が
、
本
町
と
し
て
思
い
切

っ
た
政
策
が
必
要
と
思
う

が
。【

町
長
】
出
産
祝
い

金
給
付
事
業
、
乳
幼

児
の
医
療
給
付
費
事
業
、

放
課
後
児
童
の
健
全
育
成

事
業
等
を
行
っ
て
い
る
所

で
す
が
祝
い
金
の
増
額
で

す
む
問
題
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

総
合
的
な
プ
ラ
ン
、
対
策

が
必
要
と
思
う
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び

中
央
公
民
館
の
図
書

室
の
整
備
で
、

最
低
の
整
備

と
し
て
パ
ソ

コ
ン
で
の
検

索
等
、
思
い

切
っ
た
改
革

が
必
要
と
思

う
が
。【

町
長
】

所
蔵
図

書
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
、

検
索
シ
ス
テ

ム
、
学
校
図

書
室
、
中
央

公
民
館
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
県
東
部
図

書
館
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

等
研
究
し
た
い
。
中
央
公

民
館
は
整
備
計
画
案
と
し

て
図
書
室
を
一
階
に
移
し

て
改
革
を
し
て
ま
い
り
た

い
。

町
道
認
定
し
た
農
道

で
す
が
、
生
コ
ン
の

資
材
提
供
を
復
活
す
べ
き

と
思
う
が
。

【
建
設
課
長
】
生
コ

ン
の
現
物
支
給
に
よ

る
地
区
の
農
道
整
備
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

町
道
龍
ヶ
塚
地
先
、

芝
山
タ
ク
シ
ー
前
及

び
県
道
高
谷
地
先
に
つ
い

て
。【

建
設
課
長
】
県
道

竜
ヶ
塚
地
先
は
３
案

の
計
画
案
が
成
田
整
備
事

務
所
で
協
議
中
。

芝
山
タ
ク
シ
ー
前
は
従

前
か
ら
の
継
続
箇
所
整
備

後
着
手
し
て
い
き
た
い
。

高
谷
地
先
は
要
望
し
て
お

り
ま
す
。

今
年
度
の
予
定
と
今

後
の
見
通
し
は
。

【
建
設
課
長
】
県
へ

の
要
望
を
繰
り
返
し

行
っ
て
お
り
ま
す
。

川
口
　
幸
雄
議
員

合
併
問
題

空
港
問
題

危
険
箇
所
道

路
の
解
消

一
般
質
問

少
子
化
問
題

町
民
サ
ー
ビ
ス

農
道
の
整
備

高
谷
川
の
浚
渫



公
的
年
金
の
平
均
月

額
は
、
厚
生
年
金
で

17
万，

７
１
１
円
、
国
民

年
金
で
４
万
６
千
72
円
不

安
定
な
社
会
構
造
の
も
と

で
高
齢
者
の
老
後
の
生
活

を
保
障
す
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
の
か
ど
う
か
。

【
町
長
】
公
的
年
金

制
度
を
堅
持
し
な
け

れ
ば
安
定
し
た
国
づ
く
り

は
で
き
ま
せ
ん
。
多
く
の

方
々
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
制
度
と
し
て
地
方
で

も
議
論
を
進
め
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

芝
山
町
の
国
保
加
入

世
帯
は
１
８
０
８
世

帯
、
国
保
税
を
払
え
な
い

世
帯
か
３
４
０
世
帯
、
正

規
の
保
険
証
を
持
た
な
い

世
帯
が
１
８
４
世
帯
、
町

民
の
命
と
健
康
を
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
国
保
制

度
が
町
民
の

く
ら
し
を
壊

し
て
い
る
の

で
は
な
い

か
。

【
町
長
】
今
年
度
か

ら
実
施
し
た
特
定
検

診
、
特
定
保
険
指
導
を
多

く
の
方
々
に
受
診
し
て
い

た
だ
き
、
健
康
の
保
持
に

務
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が

保
険
税
の
軽
減
が
図
ら

れ
、
く
ら
し
の
安
定
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
ま

す
。

高
齢
者
の
老
後
を
社

会
全
体
で
支
え
る
制

度
と
し
て
２
０
０
０
年
に

制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
保

険
料
の
連
続
す
る
引
き
上

げ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

今
、
第
４
期
事
業
計
画
で

利
用
料
、
保
険
料
の
見
直

し
は
ど
う
な
る
の
か
。

【
町
長
】
介
護
報
酬
、

保
険
料
、
利
用
料
の

見
直
し
は
３
年
に
一
度
行

わ
れ
ま
す
。
今
回
改
定
は

介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
に

よ
る
被
保
険
者
へ
の
負
担

増
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
推
進
委
員
会

の
意
見
を
聞
い
て
決
定
し

て
ま
い
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
高
齢
者
の
老
後

の
安
心
を
逆
撫
で
す
る
耐

え
が
た
い
負
担
増
と
差
別

医
療
を
強
い
る
制
度
で
あ

り
ま
す
。
国
民
の
批
判
に

押
さ
れ
て
保
険
料
の
一
部

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
が

不
公
平
極
ま
り
な
い
保
険

料
負
担
は
制
度
設
計
の
根

本
に
問
題
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

【
町
長
】
低
所
得
者

へ
の
軽
減
措
置
の
見

直
し
は
高
齢
者
そ
れ
ぞ
れ

の
年
金
収
入
額
を
基
礎
に

算
定
し
て
お
り
、不
公
平
、

格
差
の
拡
大
に
つ
な
が
ら

な
い
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。年

金
は
老
後
の
命

綱
、
国
保
税
、
介
護

保
険
料
、
後
期
高
齢
者
保

険
料
、
住
民
税
の
天
引
き

は
高
齢
者
の
生
き
る
権
利

の
侵
害
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
年
金
か
ら

の
天
引
き
に
よ
る
徴

収
は
保
険
料
支
払
い
の
利

便
と
保
険
料
未
納
を
防
ぐ

点
か
ら
利
点
が
あ
り
保
険

料
も
年
金
額
に
応
じ
て
算

定
す
る
の
で
高
齢
者
の
生

き
る
権
利
の
侵
害
と
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

萩
原
　
弘
幸
議
員

年
金
か
ら
の

天
引
き
は
や

め
る
べ
き

年
金
は
老
後
の

支
え
に
な
る
か

介
護
保
険
制

度
の
実
態

制
度
設
計
に

問
題

――――芝山議会だより　第81号5

町
の
く
ら
し
と
社
会
保
障
に
つ
い
て

国
保
の
空
洞
化
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成
田
市
へ
の
要
望
書

提
出
時
の
対
応
と
答

は
。【

企
画
財
政
課
長
】

市
長
や
出
席
の
企
画

課
の
方
々
に
協
議
書
を
渡

し
て
来
ま
し
た
。
成
田
市

長
か
ら
は
「
将
来
的
に
合

併
の
必
要
性
は
認
め
る
が

下
総
町
・
大
栄
町
と
の
合

併
に
伴
う
諸
問
題
が
重

要
」
と
の
事
で
し
た
。

県
に
報
告
し
た
時
の

内
容
と
答
え
は
。

【
町
長
】
知
事
か
ら

は
「
世
界
の
中
の
成

田
と
い
う
判
断
を
し
て
も

ら
い
た
い
も
の
。
答
え
を

待
ち
ま
し
ょ
う
」
と
の
事

で
し
た
。

町
民
の
約
八
割
が
望

む
合
併
の
平
成
22
年

４
月
ま
で
の
可
能
性
は
。

【
町
長
】
時
限
ま
で

約
一
年
半
と
い
う
こ

と
で
す
の
で
非
常
に
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

第
３
次
合
併
構
想
は

あ
る
と
思
う
か
。

【
町
長
】
新
た
な
特

例
法
等
が
で
き

な
い
限
り
次
の
構
想

は
検
討
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
国
は
エ
ン
ド
レ

ス
で
合
併
を
進
め
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

成
田
地
域
合

併
・
ま
ち
づ
く

り
研
究
会
の
会
議
の

回
数
と
内
容
は
。

【
企
画
財
政
課

長
】
成
田
空
港

を
生
か
し
た
広
域
的

な
町
づ
く
り
、
人
口
減
少

等
行
財
政
の
効
率
を
議
題

と
し
て
現
在
ま
で
８
回
事

務
レ
ベ
ル
で
開
催
し
て
い

ま
す
。利

用
客
の
３
年
間
の

推
移
と
時
間
帯
で
の

利
用
割
合
は
。

【
町
長
】
17
年
度
が

約
76
万
６
千
・
前
年

度
比
２
・
４
％
増
。
18
年

度
が
約
82
万
３
千
、
７
・

４
％
増
。
19
年
度
が
約
87

万
５
千
。
６
・
４
％
と
微

増
の
状
況
で
す
。
時
間
帯

で
は
朝
５
時
台
が
19
・

４
％
、
夕
方
６
時
台
が

12
・
５
％
と
朝
晩
の
利
用

客
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

当
初
の
株
式
数
と
出

資
額
及
び
現
在
の
役

員
、
社
員
の
人
数
は
。

【
町
長
】
現
在
も
同

じ
で
１
４
３
９
万
７

千
株
、
出
資
額
が
77
億
９

８
５
０
万
円
、役
員
数
は
、

常
勤
２
名
、
非
常
勤
６
名

の
計
８
人
、
社
員
は
現
在

18
名
で
す
。

ど
の
よ
う
な
理
由
で

減
資
を
役
員
会
で
決

め
た
の
か
。

【
町
長
】
芝
山
町
か

ら
１
億
１
千
万
・
成

田
市
か
ら
６
千
万
の
補
助

金
が
出
て
い
ま
す
が
、
将

来
の
損
失
解
消
を
図
る
た

め
に
減
損
会
計
を
摘
要
し

資
本
を
健
全
化
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

減
資
額
と
株
単
価

は
。

【
町
長
】
減
資
額
は

70
億
９
８
５
０
万
円

で
、
１
株
当
た
り
の
資
本

金
額
は
、
５
百
円
が
６
・

９
円
に
な
り
ま
し
た
。

株
主
で
あ
る
町
と
し

て
は
ど
の
く
ら
い
の

損
失
に
な
っ
た
の
か
。

【
町
長
】
町
の
株
式

数
は
20
万
株
、
出
資

金
は
１
億
円
で
し
た
が
、

資
本
金
が
１
億
円
に
な
り

ま
し
た
の
で
町
の
割
合
も

少
な
く
な
り
、
１
３
８
万

９
１
７
８
円
に
な
っ
て
い

ま
す
。こ

れ
か
ら
の
経
営
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

【
町
長
】
大
幅
な
改

善
と
な
る
よ
う
な
お

客
様
の
増
加
が
見
込
め
な

い
の
で
、今
後
も
芝
山
町
、

成
田
市
両
方
か
ら
の
補
助

金
を
交
付
し
な
が
ら
経
営

し
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま

す
。

勝
又
　
　
勇
議
員

芝
山
鉄
道
の

現
状
は

合
併
の

可
能
性
は
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水
質
調
査
の
実
施
状

況
に
つ
い
て
。

【
町
長
】
今
年
度
の

調
査
は
工
業
団
地
周

辺
、
残
土
等
が
埋
め
ら
れ

た
周
辺
と
観
測
井
の
13
ヶ

所
で
41
項
目
の
検
査
を
実

施
し
、
12
月
に
は
結
果
が

で
る
予
定
で
す
。
平
成
18

年
度
の
調
査
で
は
、
１
５

０
調
査
か
所
の
う
ち
60
か

所
が
不
適
合
で
あ
り
、
硝

酸
性
窒
素
・
亜
硝
酸
性
窒

素
が
43
か
所
、
一
般
細
菌

が
５
か
所
等
の
検
出
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

上
水
道
事
業
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

【
町
長
】
現
状
は
全

て
地
下
水
に
頼
っ
て

い
ま
す
が
、
住
民
の
約
２

割
は
専
用
水
道
、
８

割
は
自
家
用
井
戸
で
対
応

し
て
い
ま
す
。
県
内
で
水

道
事
業
を
行
っ
て
い
な
い

の
は
本
町
の
み
で
す
。
水

道
事
業
認
可
の
窓
口
は
県

水
政
課
で
す
が
、
町
の
計

画
が
無
い
た
め
に
協
議
の

見
通
し
は
立
っ

て
い
ま
せ
ん
。

上
水
道
事
業
は

重
要
な
事
業
で

あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
が
、

今
後
の
市
町
村

合
併
の
方
向
性

を
見
極
め
て
対

応
す
る
と
と
も

に
、
現
在
は
公

共
下
水
道
事
業

に
優
先
的
に
取

り
組
む
考
え
で

す
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
と
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
。

【
教
育
長
】
８
月
29

日
に
結
果
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
が
、
国
の
方
針

に
従
い
町
教
育
委
員
会
も

公
表
し
な
い
方
針
で
す
。

今
後
は
少
人
数
指
導
や
チ

ー
ム
テ
ィ
チ
ン
グ
等
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
る
ほ
か
、

今
回
の
調
査
の
個
人
成
績

を
分
析
し
、
個
に
応
じ
た

学
習
指
導
法
の
工
夫
改
善

に
努
め
ま
す
。
好
ま
し
い

生
活
習
慣
形
成
の
た
め
家

庭
や
地
域
に
も
協
力
を
呼

び
か
け
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

�
通
学
路
の
安
全
確

保
に
つ
い
て
。

【
教
育
長
】
通
学
路

の
安
全
確
保
に
つ
い

て
は
安
全
な
登
下
校
に
つ

い
て
の
指
導
等
の
他
、
町

民
の
防
犯
意
識
向
上
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
新
井

田
３
０
３
番
地
先
十
字
路

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は

対
策
方
法
を
検
討
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

�
新
井
田
・
新
田
・

高
田
地
区
に
ま
た
が

る
山
林
の
問
題
に
つ
い

て
。【

町
長
】
昨
年
来
、

地
権
者
等
が
来
て
、

農
地
や
山
林
に
つ
い
て
の

町
へ
の
無
償
寄
付
。
そ
の

後
に
町
に
は
無
償
譲
渡
で

き
な
い
、
そ
し
て
町
に
提

供
す
る
な
ど
何
度
も
繰
り

返
さ
れ
、
今
年
８
月
に
は

売
却
し
た
い
の
で
町
へ
の

無
償
提
供
は
で
き

な
い
と
報
告
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
一

部
に
産
業
廃
棄
物

等
を
捨
て
た
い
と

の
ゆ
ゆ
し
き
話
も

あ
り
ま
す
が
、
残

土
、
産
業
廃
棄
物

に
つ
い
て
は
一
切

拒
否
す
る
方
向
で

今
後
も
進
め
て
行

き
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
に
は
、
地

域
の
地
下
水
や
環
境
、
自

然
を
守
る
と
い
う
大
き
な

責
務
が
有
り
ま
す
。

�
木
戸
川
の
河
川
敷

管
理
に
つ
い
て
。

【
町
長
】
県
に
二
級

河
川
指
定
地
全
体
の

草
刈
を
要
望
し
て
来
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
年
度
か

ら
全
体
の
草
刈
り
を
実
施

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
の

で
ご
報
告
し
ま
す
。
今
年

度
の
草
刈
は
６
月
７
日
か

ら
９
月
５
日
の
間
に
実
施

し
ま
す
。

戸
井
　
沢
夫
議
員

地
域
の
諸
問

題
３
点
に
つ

い
て

教
育
に
関
す

る
問
題

水
に
関
す
る
問
題



過
去
に
一
度
住
宅
防

音
対
策
工
事
を
実
施

し
た
住
宅
が
経
年
劣
化
や

老
朽
化
に
よ
り
再
工
事
の

助
成
は
さ
れ
る
が
、
再
々

工
事
に
つ
い
て
の
助
成
は

続
け
る
の
か
。
更
に
未
来

永
劫
こ
の
助
成
は
続
く

か
。
谷
間
対
策
に
つ

い
て
も
町
は
続
け
る

の
か
、
お
考
え
を
伺

い
た
い
。

【
町
長
】
民
家
防

音
対
策
工
事
の

再
々
工
事
の
助
成
は

現
時
点
で
は
受
け
ら

れ
な
い
状
況
で
す
。

助
成
の
恒
久
化
は

要
望
し
て
い
る
が
、

ま
だ
結
論
が
出
て
い

な
い
が
今
後
協
議
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

騒
特
法
防
止
地
区
内
は

成
田
国
際
空
港
会
社
が
、

谷
間
と
第
１
種
区
域
の
騒

防
法
防
止
地
区
外
、
周
辺

地
区
は
芝
山
町
が
行
い
ま

す
。
平
成
９
年
10
月
１
日

に
成
田
空
港
周
辺
共
生
財

団
が
事
業
開
始
し
た
助
成

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
助
成

は
、
第
１
種
区
域
の
建
築

済
み
住
宅
で
空
港
会
社
の

補
助
対
象
に
な
っ
て
い
な

い
も
の
、
第
１
種
区
域
に

現
に
居
住
し
て
後
継
者
に

新
た
に
建
て
る
住
宅
、
隣

接
地
区
に
所
在
し
現
に
住

居
と
し
て
使
用
し
て
い
る

住
宅
の
防
音
工
事
が
で
き

ま
す
。空

気
調
和
機
器
も

再
々
工
事
の
助
成
は

受
け
ら
れ
る
か
。
ま
た
、

町
か
ら
個
別
に
助
成
さ
れ

て
い
る
行
為
も
ど
こ
ま
で

続
く
の
か
。

【
町
長
】
民
家
防
音

工
事
対
策
と
同
様

に
、
第
１
種
区
域
の
空
港

会
社
補
助
物
件
や
谷
間
の

芝
山
町
補
助
物
件
に
つ
い

て
は
、
２
回
ま
で
の
更
新

が
制
度
化
さ
れ
て
い
ま

す
。再

々
工
事
は
ま
だ
あ
り

ま
せ
ん
。
住
宅
防
音
、
空

調
機
対
策
も
芝
山
町
は
９

０
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う

騒
特
法
の
特
別
防
止
地

区
、
そ
し
て
１
５
７
５
ダ

ブ
リ
ュ
ー
の
防
止
地
区
と

言
わ
れ
る
騒
特
法
が
存
在

し
ま
す
。
そ
し
て
、
３
種
、

２
種
、
１
種
と
い
う
騒
防

法
が
存
在
し
ま
す
。

４
０
０
０
メ
ー
ト
ル
と

２
５
０
０
メ
ー
ト
ル
滑
走

路
の
間
を
谷
間
と
い
い
、

１
種
区
域
の
隣
接
事
業

は
、
法
律
で
は
救
え
な
い

の
で
共
生
財
団
が
防
音
工

事
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
芝
山
町
の
防
音
工
事

は
、
空
港
会
社
が
や
る
事

業
、
千
葉
県
が
指
定
し
て

空
港
会
社
が
や
る
事
業
、

共
生
財
団
が
や
る
事
業
、

さ
ら
に
、
芝
山
町
が
や
る

事
業
が
あ
り
ま
す
。

地
デ
ジ
放
送
が
完
全

移
行
さ
れ
る
２
０
１

１
年
７
月
以
降
の
個
別
ア

ン
テ
ナ
対
策
を
町
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
デ
ジ
タ
ル

放
送
は
航
空
機
に
よ

る
電
波
障
害
は
出
に
く
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

画
面
が
固
ま
っ
た
り
、
ブ

ロ
ッ
ク
ノ
イ
ズ
が
出
る
等

聞
い
て
い
ま
す
。
基
本
的

に
は
個
人
対
応
だ
と
考
え

ま
す
が
、
空
港
会
社
が
来

年
度
早
い
時
期
に
調
査
す

る
と
の
こ
と
な
の
で
、
そ

の
調
査
結
果
に
よ
っ
て
は

対
策
を
申
し
入
れ
、
電
波

障
害
の

状
況
を

見
な
が

ら
空
港

会
社
と

協

議

し
、
今

後
の
対

応
を
町
民
に
お
知
ら
せ
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

共
同
受
信
ア
ン
テ
ナ

も
同
様
に
地
デ
ジ
移

行
と
な
る
と
見
え
な
く
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
も
個
別

対
応
か
。
そ
れ
と
も
、
共

同
受
信
を
利
用
し
て
地
デ

ジ
対
応
の
機
械
を
設
置
す

る
と
か
、
そ
れ
で
も
受
信

で
き
な
い
地
域
は
共
同
受

信
ア
ン
テ
ナ
の
新
設
と
か

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
空
港
会
社

の
調
査
結
果
を
見

て
、
個
別
ア
ン
テ
ナ
同
様

に
町
民
が
安
心
し
て
テ
レ

ビ
が
見
ら
れ
る
よ
う
方
向

を
示
し
て
い
き
た
い
。

小
川
　
宏
治
議
員

民
家
防
音
対
策

空
調
機
対
策

フ
ラ
ッ
タ
ー
対
策
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人
口
減
少
を
止
め
る

施
策
は
あ
る
の
か
。

【
町
長
】
少
子
化
対

策
や
千
代
田
駅
周
辺

の
都
市
再
整
備
を
現
在
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

児
童
手
当
を
倍
に
す

る
事
や
小
中
学
校
の

入
学
時
に
祝
い
金
を
出
す

等
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

【
町
長
】
そ
ち
ら
は

今
は
お
示
し
で
き
ま

せ
ん
が
出
産
祝
金
を
第
２

子
か
ら
か
第
３
子
か
ら
は

議
論
の
余
地
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

小
池
市
街
地
計
画
、

千
代
田
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】
千
代
田
駅

前
を
開
発
す
る
と
い

う
至
上
命
題
も
あ
り
基
本

的
に
は
道
路
流
導
型
で
進

ん
で
お
り
ま
す
。

２
市
４
町
の
街
づ
く

り
研
究
結
果
は
で
た

の
か
。【

町
長
】
各
市
町
独

自
で
活
性
化
を
図
る

よ
り
も
２
市
４
町
が
連
携

し
て
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に

取
り
組
む
事
が
望
ま
し
い

と
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
大
学
院
生
に
よ
る
研

究
も
平
成
20
年
度
内
に
成

果
を
ま
と
め
る
事
に
な
っ

て
い
ま
す
。

合
併
の
経
過
を
町
報

に
載
せ
た
と
の
事
だ

が
22
年
ま
で
の
合
併
は
か

な
り
厳
し
い
と
い
う
の
が

本
当
の
経
過
だ
と
思
う

が
。【

町
長
】
合
併
の
方

向
を
伝
え
る
事
が
責

務
な
の
で
事
実
を
町
報
で

伝
え
ま
し
た
。

成
田
と
羽
田
の
問
題

は
深
刻
な
局
面
を
迎

え
て
い
る
が
、
町
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

事
は
な
に
か
。

【
町
長
】
９
月
２
日
、

羽
田
を
な
し
崩
し
的

に
国
際
化
し
な
い
よ
う
議

会
と
共
に
国
、
県
、
空
港

に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
ま
た
空
港
の
発
展
と

地
域
の
発
展
を
兼
ね
備
え

て
進
め
る
事
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

町
長
が
先
の
４
者
会

議
を
欠
席
さ
れ
た
事

は
国
や
羽
田
に
対
し
ど
う

い
う
意
味
を
持
つ
と
お
考

え
か
。【

町
長
】
出
席
し
な

い
事
に
よ
っ
て
芝
山

町
の
立
場
、
思
い
を
伝
え

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
地
域
と
空
港
が

ま
と
ま
っ
て
い
な

い
、
過
去
の
歴
史
を
引
き

ず
っ
て
い
る
と
全
国
的
に

取
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な

い
と
思
う
。
少
な
く
と
も

出
席
し
、
ご
自
分
の
声
で

意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
き

た
か
っ
た
と
思
う
が
。

【
町
長
】
民
主
主
義

の
一
環
と
し
て
意
識

的
に
と
っ
た
行
動
で
す
。

成
田
空
港
の
問
題
に

限
ら
ず
、
町
長
お
一

人
で
、
ま
た
は
任
意
団
体

等
の
お
考
え
で
発
言
、
行

動
さ
れ
る
事
も
重
要
だ
と

思
う
が
、
町
に
は
14
名
の

議
員
も
お
り
、
８
０
０
０

人
の
様
々
な
考
え
を
持
っ

た
町
民
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

事
を
忘
れ
な
い
で
い
た
だ

き
た
い
。

堀
越
　
保
夫
議
員

人
口
増
の
施
策
に
つ
い
て

合
併
構
想
に

つ
い
て

成
田
空
港
に

つ
い
て
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サテライト成田記念式典

第６回芝山ホタル夏祭り

議会運営委員会

拡大空港対策委員会

全員協議会・プロロジ視察

議会運営委員会

国、県、NAAに要望書提出

全員協議会・圏央道測量等説明会

７月23日

７月26日

７月31日

８月20日

８月25日

９月 １日

９月 ２日

９月 ４日

９月20日

10月３日

10月５日

10月20日

９月議会定例会

芝山小、菱田小運動会

議会視察研修

議会運営委員会

芝山町民体育祭

全員協議会

議会の主な動き
９月９日 ～９月19日

９月30～10月２日

期日　12月９日～12日（予定）
多くの方々の傍聴をお待ちしています。

※日程等の詳細は議会事務局　TEL77―3922

12月議会定例会のお知らせ

山
武
郡
市
環
境
衛
生

組
合
の
視
察

（
山
武
市
松
尾
町
金
尾
・

7
月
17
日
）

要
望
活
動

（
国
土
交
通
省
・
千
葉
県
・

成
田
国
際
空
港
会
社
・
９
月

２
日
）
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議会研修視察（愛知県田原市役所・９月30日～10月２日）

愛
知
県
の
渥
美
半
島
に
位
置
す
る
田
原

市
を
訪
問
し
、
国
土
交
通
省
の
地
域
公
共

交
通
活
性
化
総
合
事
業
の
研
修
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

田
原
市
は
臨
海
造
成
地
が
広
が
り
ト
ヨ

タ
の
レ
ク
サ
ス
工
場
等
が
あ
り
、
東
部
地

域
は
水
田
地
帯
・
南
部
及
び
西
部
地
域
は

畑
作
地
帯
と
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
温
暖
な

気
候
で
工
業
・
農
漁
業
も
盛
ん
な
市
で
あ

り
ま
す
。

市
内
の
地
域
公
共
交
通
は
、
鉄
道
・
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
及
び
フ
ェ
リ
ー
な
ど
の
民

間
が
運
営
す
る
交
通
機
関
と
市
が
運
営
に

関
与
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
ぐ
る
り

ん
バ
ス
）
と
巡
回
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

田
原
市
の
交
通
戦
略
計
画
を
伺
い
、
芝

山
町
の
芝
山
鉄
道
に
関
連
す
る
新
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
の
参
考
に
出
来
る
よ
う
に
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
道
の
駅
、
ト
ヨ
タ
工
場
等
を

視
察
。
ま
た
、
静
岡
県
御
前
崎
市
の
中
部

電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
を
視
察
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
芝
山
町
の
発
展
に
役
立
て
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。



芝
山
鉄
道
小
池
ま
で
早
期
延
伸�
芝
山
鉄
道
小
池
ま
で
早
期
延
伸�

芝
山
町
議
会�

　産業建設常任委員会が９月11日・12日に開催され議案審議、決算審議

が行われました。�

　全委員出席のもと執行部より町長、副町長、関係各課長出席のなか、

議案第５号・議案第８号・議案第９号及び認定第１号と陳情３件の審議

を行いました。　結果、議案第５号と認定第１号は賛成多数。議案第８

号と議案第９号は満場一致で可決されました。�

　総務常任委員会が９月16日・17日に開催され議案審議、決算審議が行

われました。�

　全委員出席のもと執行部より町長、副町長、教育長、関係各課長出席

のなか、議案第１号から議案第

７号及び議案第10号・議案第11

号、認定第１号の審議を行いま

した。�

　結果、議案第５号は一部凍結

とする修正動議案を賛成多数で

可決。その他については満場一

致で可決されました。�

常任委員会報告�

猛
暑
の
夏
も
終
わ
り
、
実
り

の
秋
に
な
り
、
庭
で
は
虫
の
音

も
聞
か
れ
、
金
木
犀
の
香
り
の

漂
う
季
節
と
成
り
ま
し
た
。
第

81
号
議
会
だ
よ
り
を
編
集
致
し

ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
の
読
み

や
す
い
誌
面
づ
く
り
に
と
努
力

し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
、
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
（
Ｋ
）

編
　
集
　
後
　
記
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